

























は、1987 年には平日で 2.63 トリップ /人・
日、休日で 2.14 トリップ / 人・日だった
が、2015 年には平日で 2.17 トリップ /人・





が平日で 1.96 トリップ /人・日、休日で 1.43
トリップ / 人・日と最も少ないが、30 代

































20 歳から 39 歳の労働者の自由時間の過ご
し方とスマートフォンの使用状況との関係
を「社会生活基本調査」を使って考察する。











































































イデー」が 2017 年 3 月の最終金曜日から
導入されたが、あまり実効的な成果は見ら
れていない。

















　図 1 によると、スマートフォンは 2010
年以降、20 代から 50 代までの広い世代に
急速に普及した。その保有率は 20 代では
ほぼ 100％に近く、60 代以上でも約 5割に
達する。タブレット型端末は 40 代で 50％
に近い保有状況となっているが、20 代、
30 代は 30％程度にとどまる。これに対し















2 によると、10 代後半から 20 代前半にか
けては、3時間以上使用する推定人口割合


















































成 29 年 6 月）』の結果をもとに作成したも
のである。スマートフォンの使用・不使用






率の 2 倍以上になっていること、30 代で
















【出典】「国民生活に関する世論調査　平成 29 年 6 月調査」より作成
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～ 24 歳が 1,008 分、25 ～ 29 歳が 901 分、
30 から 34 歳が 849 分、35 ～ 39 歳が 813
分となっており、20 代前半が最も多く、
かつ 30 代後半とは約 3時間の格差がある。
土曜日は、20 ～ 24 歳が 1,146 分、25 ～ 29
歳が 1,166 分、30 から 34 歳が 1,102 分、35
～ 39 歳が 1,119 分であって、年代間での
目立った格差はみられない。そして、この
傾向は日曜日にも当てはまり、20 ～ 24 歳
が 1,244 分、25 ～ 29 歳が 1,254 分、30 か
ら 34 歳が 1,207 分、35 ～ 39 歳が 1,238 分
図 6　スマートフォン使用時間別の余暇時間（2016 年・男性／単位：分）
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25 ～ 29 歳が 919 分、30 から 34 歳が 877
分、35 ～ 39 歳が 859 分となっており、25
歳以上で男性よりも余暇時間が多いことが
分かる。土曜日は、20 ～ 24 歳が 1,142 分、
25 ～ 29 歳が 1,162 分、30 から 34 歳が 1,107
分、35～ 39歳が 1,085分である。日曜日は、
20～24歳が1,211分、25～29歳が1,210分、




は、平日が男性 840 分、女性 887 分、土曜
日が男性 1,058 分、女性 1,068 分、日曜日






















20 代後半から 30 代の女性に、約 30 分か
ら約 1時間の余暇時間差が生じていること
図 7　スマートフォン使用時間別の余暇時間（2016 年・女性／単位：分）
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う。平日は、20 ～ 24 歳が約 2.5 時間、25
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時間、35 ～ 39 歳が約 1 時間であって、年
齢とともに減少傾向にある。土曜日は、20
～ 24 歳が約 4時間、25～ 29 歳が約 4時間、
30 から 34 歳が約 3.5 時間、35 ～ 39 歳が
約 3時間となっており、平均積極的自由時
間活動は、平日同様、年齢とともに減少し
ている。日曜日は、20 ～ 24 歳が約 5時間、






平日は男性約 38 分、女性が約 34 分、土曜














































図 11　スマートフォン使用者の 3次活動行動者率（%）（2016 年、平日 12時－ 24時）

























図 13　スマートフォン使用者の 3次活動行動者率（%）（2016 年、土曜日 12時－ 24時）




20 歳から 39 歳の日本人労働者の自由時間活動分析　－スマートフォン世代の時間価値の解明に向けて－
楽活動、および交際・付き合い活動が高く
なる。ただ、20 ～ 24 歳では 12 時から 18
時の間でも行動者率が 30% 近くおり、ス
マートフォンを使い続ける層が一定数いる










図 15　スマートフォン使用者の 3次活動行動者率（%）（2016 年、日曜日 12時－ 24時）











































労働者に限って言えば、20 代で約 1.5 ～ 3
時間以上の時間差があることがわかった。
また、3、4 時間の 80% 以上の時間が、趣
味・娯楽活動に使われていることもわかっ


























20 歳から 39 歳の日本人労働者の自由時間活動分析　－スマートフォン世代の時間価値の解明に向けて－
５．今後の課題
　本稿における考察から、20 代の男性労
働者にとってスマートフォンは、自由時間
活動を過ごすときに欠かせない存在となっ
ていること、また 30 代の労働者ではスマー
トフォン自体の使用時間が 20 代の労働者
よりも少なくなっていく傾向があることが
判明した。
　非移動化する 20 代の労働者を、仮想空
間内の情報移動から現実空間での物理的
な移動へと促すには、移動需要を促進する
新たなサービスの開発が必要である。小売
業や観光業などレジャー関連産業では、20
歳から 39 歳の労働者の時間選好の理解と
新たな移動価値の提供を真剣に考えねばな
らないだろう。しかし、その考察について
は今後の課題である。
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